
【アジア学叢書】既刊347巻 配本一覧

＊
収
録
内
容
見
本
進
呈

地域・国・歴史・社会・政治・経済・法律・教育・思想・宗教・風俗・習慣・地誌・風土・交通・旅行
紀行・産業・物産・文化・科学・自然・環境・芸術・民族・戦争・近代・植民地・言語・ことば……

・（第1～41回　ISBN978-4-283-～）

第1回	 【人類学】9巻（1-9巻）［1996］00406-5　▷95,146円

第2回	 【宗教】8巻（10-17巻）［1996］00407-3　▷97,087円

第3回	 【近代史】6巻（18-23巻）［1997］00408-1　▷97,000円

第4回	 【人類学2】6巻（24-29巻）［1997］00409-X　▷114,000円

第5回	 【東西交渉史】6巻（30-35巻）［1997］00410-3　▷101,000円

第6回	 【中国思想（諸子学）】8巻（36-43巻）［1998］00411-1　▷107,000円

第7回	 【経済・社会（中国ギルド）】8巻（44-51巻）［1998］00412-X　▷110,000円

第8回	 【教育】9巻（52-60巻）［1998］00413-8　▷111,000円

第9回	 【法制1（中国）】7巻（61-67巻）［1999］00414-6　▷136,000円

第10回	【演劇】10巻（68-77巻）［2000］00415-4　▷108,000円

第11回	【法制２】8巻（78-85巻）［2001］00416-2　▷121,000円

第12回	【風俗・民族】7巻（86-92巻）［2002］00417-0　▷149,500円

第13回	【映画・演芸】8巻（93-100巻）［2003］00418-9　▷100,500円

第14回	【南洋】12巻（101-112巻）［2004］00419-7　▷120,100円

第15回	【交通史】8巻（113-120巻）［2004］00420-0　▷128,000円

第16回	【産業・資源】11巻（121-131巻）［2004］00421-9　▷134,000円

第17回	【地政学】9巻（132-140巻）［2005］00270-4　▷120,500円

第18回	【森林資源】8巻（141-148巻）［2005］00279-8　▷135,000円

第19回	【北方・南方森林資源】6巻（149-154巻）［2006］00286-0　▷125,000円

第20回	【蒙古1】4巻（155-158巻）［2006］00291-7　▷111,000円

第21回	【地名】6巻（159-164巻）［2007］00507-5　▷115,000円

第22回	【芸術・文化】9巻（165-173巻）［2007］00527-3　▷123,000円

第23回	【民族誌】9巻（174-182巻）［2008］00545-7　▷137,000円

第24回	【アジア写真集Ⅰ】8巻（183-190巻）［2008］00609-6　▷111,000円

第25回 	【アジア写真集Ⅱ】6巻（191-196巻）［2008］00620-1　▷120,000円

＊最新の在庫情報は下記・営業部へお問合せください。 ・（第 1 ～ 311 巻）発行：大空社 ■発売：大空社出版
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eigyo@ozorasha.co.jp
TEL:03-5963-4451 / FAX:03-5963-4461
東京都北区中十条 4-3-2（〒114-0032）
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広大な領域をカバー

《アジア》に全方位から切り込む学際的大シリーズ  テーマ別編集・配本

第第4949回回配本配本

《アジア》からの発想は日本と世界を読み解く鍵

第26回	【農業生活】8巻（197-204巻）［2009］00727-7　▷111,000円

第27回	【中国を知るⅠ：人と風土】10巻（205-214巻）［2009］00741-3
　▷125,000円

第28回	【中国を知るⅡ：人と社会】9巻（215-223巻）［2010］00754-3
　▷124,900円

第29回	【民俗】9巻（224-232巻）［2010］00769-7　▷109,300円

第30回	【物産】8巻（233-240巻）［2011］00790-1　▷138,000円

第31回	【宗教２】8巻（241-248巻）［2011］00821-2　▷128,000円

第32回	【神話・伝説】6巻（249-254巻）［2012］00822-9　▷112,000円

第33回	【海運】7巻（255-261巻）［2012］01108-3　▷116,500円

第34回	【アジア写真集Ⅲ】6巻（262-267巻）［2013］01115-1　▷122,000円

第35回	【紀行】8巻（268-275巻）［2013］01124-3　▷118,000円

第36回	【旅行・案内記】6巻（276-281巻）［2014］01131-1　▷120,000円

第37回	【華僑】7巻（282-288巻）［2014］01139-7　▷118,000円

第38回	【民族】7巻（289-295巻）［2015］01147-2　▷112,000円

第39回	【南洋２】5巻（296-300巻）［2015］01153-3　▷132,400円

第40回	【アジアの海と島々】5巻（301-305巻）［2016］01159-5　▷117,500円

第41回	【ビルマを知る】6巻（306-311巻）［2016］01166-3　▷110,000円

第42回	【総目次】3巻（312-314巻）［2017］978-4-908926-11-2　▷73,000円

第43回	【南方事情（タイと
マレー）】6巻（315-320巻）［2018］978-4-908926-48-8

　▷80,000円
第44回	【台湾】4巻（321-324巻）［2018］978-4-908926-60-0　▷88,000円

第45回	【エリア・山東】3巻（325-327巻）［2019］978-4-908926-68-6　▷78,000円

第46回【エリア・長江】6巻（328-333巻）［2019.12］978-4-908926-75-4　▷90,000円

第47回【言語（タイ語）】4巻（334-337巻）［2020.4］978-4-908926-80-0　▷105,000円

第48回【食（中国）】5巻（338-342巻）［2020.10］978-4-908926-86-0　▷98,000円

第49回【言語2（マレー語）】5巻（343-347巻）［2021.4］978-4-908926-92-1 ▷112,500円

＊各巻
分売可

全 5巻揃　定価 123,750 円
（本体 112,500円＋税10％）

A5 判・上製・クロス装・総約2620 頁
全 5 巻セット ISBN 978-4-908926-92-1

＊ 2021 年 4月刊

343. 馬来―日本語字典　バチー・ビン・ウォンチ、平岡閏造 著 910 頁 978-4-908926-87-7 定価 46,200円
（本体 42,000円＋税 10％）

344. 実用馬来語辞書　増淵佐平 著 310 頁 978-4-908926-88-4 定価 14,300円
（本体 13,000円＋税 10％）

345. 最新 馬来語教本 附馬日・日馬・小辞典　上原訓蔵 著 350 頁 978-4-908926-89-1 定価 15,400円
（本体 14,000円＋税 10％）

346. 馬来語広文典　宇治武夫 著 500 頁 978-4-908926-90-7 定価 23,100円
（本体 21,000円＋税 10％）

347. 標準マライ語文法　鶴岡一雄 著 550 頁 978-4-908926-91-4 定価 24,750円
（本体 22,500円＋税 10％）

＊各巻
分売可

研究機関・図書館・研究室に全巻を！
　必要巻は個人で！

アジア学叢書 言語2（マレー語）編

全5巻（第343～347巻）

アジア学叢書 第第4949回回配本配本
全5巻（第343～347巻）

❖所謂「表南洋」たる蘭領印度其他の地方と、
吾日本との関係は、貿易の伸張と企業の進展
に伴ひ、益々深密ならんとしつゝあり。而し
て馬来語は、表南洋に於ける Lingua Franca〔共
通語〕として各方面に通用性を有す。
――第 343 巻「序」南洋協会台湾支部（昭和 10 年 8 月）より

■

以後続々刊行！

南方圏地図
『（アジア学叢書・第 315 巻）南方事情早
わかり』（原本 1942 年刊）収録地図より

言語2（マレー語）編
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言語には
歴史が
刻印されている。
イギリス領
オランダ領
そして日本領土…
しかし、人々は変らず
“マレー語”で
生きていた。

戦前期日本の
多量で分厚い
マレー語辞書
文法書群から

現地での永年にわたる
生活・事業・経験
教授研究に裏打ちされ
それまでの欧米研究を
追随するだけでなく
“生きた”ことば・文化を
記録した精華

学術資料出版

大空社出版

❖馬来半島及全東印度即ち、スマトラ、ジャワ、
セレベス、ボルネオ、ニューギニア其他幾千
の島嶼は、其の広袤 250 万平方粁キ

ロ、其の地域
内に居住するマライ語使用人口数は実に 7
千万有余の多きに達するのであつて、是れ誠に
世界史始まつて以来の一大盛時であり、また偉
観である。

――第 347 巻「自序」鶴岡一雄（昭和 18 年 10 月）より

仏教、イスラム教の渡来に加え、タミール語、
ペルシャ語、ギリシャ語、スペイン語、さらに
英語、オランダ語等を、マレー語は取入れてきた。

第 346 巻より



大空社出版
＊ 2021 年 4月刊

アジア学叢書 言語2（マレー語）編第49回 配本
全 5巻（第343～347巻）

［復刻原本：南洋協会台湾支部　1935・昭和 10 年刊］
〈序　長屋順耳（大正 8 年 12 月）〉　馬来日本語の字書としては平岡、 バチー両氏共編の

此の著を以て嚆矢とする〔…〕此の著は英領並に蘭領に行はれて居る馬来語の異同
をも弁ずるに力めてあつて此の点に於ては比

ひ

儔
ちゅう

するものがない。
〈序　中目覚（大正 11 年 7 月　大阪外国語学校に於て）〉　支那語や英語を研究するの機
関は我国に於ても相当に備はつて居る。然るに海峡植民地及蘭領印度七千余万の
住民の常用する馬来語研究の機関に至りては遺憾に堪へぬ状態にある。馬来語を
専門に教授する学校としては僅かに東京、大阪の二外国語学校あるのみで、又馬
来語学修用の図書すら僅々十指を屈するに足る程で、又語学研究者に取りて必要

欠くべからざる辞書の如きに至りては未だ一冊も見るべきものがない。

［復刻原本：花屋商会書籍部　1927・昭和 2年刊］
〈序　井上雅二〉　従来、 巷間に見る此種の著書は、 海峡植民地々方に行はるゝ馬来語を基本と

するもの多く、蘭領方面に業を従はんとするものには、必ずしも適切と評し難き憾あり、此
時に当り、此の有用なる良著を公にせらる、蓋し其恵に浴する者、多かるべく、同君の此
著ある、亦此辺に鑑みる所あつての事と信ずるのである。

〈自序〉　吾輩は大正 9 年春英領馬来より蘭領に移り契約苦力数百名の隊長として山奥の各種
栽培業に従事した、当時尠からず語学で泣された、それは英領馬来語が粗暴で通ぜぬのみな
らず語学の用途及範囲が広く且つ重要なることに於てだ。例えば日常生活の材料即ち大根
から菜葉に至るまで馬来語を以て書き之れを市場に送らねば餓ると云ふ有様である。一方
作業上に於ても自由苦力を使ふ様に簡単に説明して了ふ訳けにゆかない、夫から下世話に
至つては産婦のことから嬰児の保育、夫婦喧嘩の中裁から月下氷人ともなり又た刃傷事件
から窃盗事件に裁判事件と中々六ケ敷い言葉を知つて居ラネバナラヌ。又官庁の報告文も
或は自己の発行する許可書等一切馬来語に拠るのだから決して初学者には容易でない、兎
に角蘭領の公文書は和蘭語と馬来語に限られてあるのだから是非何れかに通暁せねばならぬが直接
事業に当るものは何んと云つても第一に馬来語が肝要であることを悟り着任と同時に大に
馬力をかけて馬来語座右録を作つた、それは邦人先輩諸氏の著書欧米人の著書を参考とし

加ふるに馬来人の高等教育ある教師を雇ひ練習したものを集めたのである。

［復刻原本：新生堂　1942・昭和 17 年刊］
〈自序〉　最近しきりに、日本語化政策が喧伝されるが、これこそ最も注意を要する仕事
でなければならぬ。抑々南方圏の言語構成現状は、英語、和蘭語、支那語、マレー語
等であるが、マレー語こそは、最も尊重に値する言語である。マレー語は東印度、 馬来

半島一帯の土著語に最も近く、 又同時に共通語である。政府当局は占領地一帯の土著語を
尊重する旨声明してゐるが、これこそ時宜を得た政策と云ふべく且インドネシア民族
を尊重するものと云ふべきである。〔…〕マレー語は南方圏の共通語であるし、マレー
語修得こそは南方開発の最大武器たる事は多言を要せずして明かであらう。
　著者は大正 2 年東京外国語学校本科馬来語部に馬来語を学びてより茲に 30 年、 其

の間南洋観光団の一通訳として、貿易会社の支店長として、母校教授及び拓殖大学講師として、

神戸、京都の講習会及学校の講師として、現地に在ること 12年余、教授に従事すること 10年余、

全く馬来語で終始してゐると云つていゝ位である。

343 A5 判・910 頁　978-4-908926-87-7
定価46,200円

（本体42,000円＋税10％）
馬来―日本語字典
バチー・ビン・ウォンチ、平岡閏造著

実用馬来語辞書
増淵佐平著

344 A5 判・310 頁　978-4-908926-88-4
定価14,300円

（本体13,000円＋税10％）

A5 判・350 頁　978-4-908926-89-1
定価15,400円

（本体14,000円＋税10％）

最新 馬来語教本
附馬日・日馬・小辞典

上原訓蔵著

345

馬来語広文典
宇治武夫著

346 A5 判・500 頁　978-4-908926-90-7
定価23,100円

（本体21,000円＋税10％）

標準マライ語文法
鶴岡一雄著

347 A5 判・550 頁　978-4-908926-91-4
定価24,750円

（本体22,500円＋税10％）

［原本：岡崎屋書店　1942・昭和 17 年刊（3版）］
〈自序〉　私は大正 11 年 4 月東京外国語学校馬来語科に入学して、 恩師上原訓蔵先

生について馬来語の手ほどきを得、 今日まで一ト時も馬来語とは離れた事がない程専ら馬来

語研究に身も心も打込んで来た気儘者であるから、勢ひ講述の態度が不遜である様な
事もあるかも知れないが、何卒寛大なる襟度を以て赦して頂き度いのである。特
に書中先輩諸兄の見解に私が疑問と思ふ点は一々指適し、且つ私一流の独断的解
釈をしたところも少なくなく、従来英書或は蘭書によつて馬来語文法を会得なさ
れた人達には必ず不快の念を懐しめる事があるに違ひないが、之は所謂我田引水
の独善的なものでなく、さうする事が馬来語に対して最も忠実であると云ふ確信
のもとになした事であるから、此の点も予め諒解を得て置きたいと思ふ。中でも「関

係代名詞」 「動詞の原動態、被動態、使動態」 「接頭辞、接尾辞、接頭接尾辞の用法」

等は私が最も力を入れたところであるし、又他の馬来語参考書には未だ嘗て説明されてな

い文章篇を加へたので、幸ひ読者が私の意とするところを諒とせられ、本書を精読
し下さるならば、馬来語の精神は勿論馬来語文法の要領も亦自ら理解され、確固
たる或る何物かを把握する事が出来ると同時に、我が国策たる大東亜共栄圏確立
の精神にも合致し、以てその願望に副ひ得るに相違ないと私は確信する。

（目次より）　　［一］1）馬来語の字体と綴字　2）発音解説　3）句点記号と大文字
［二］1）馬来語の分類　2）馬来語の運用（名詞 / 代名詞 / 形容詞 / 動詞 / 副詞 / 感動詞 / 助辞）
［三］1）馬来語の文章（種類 / 成文 / 主語、述語、客語の省略）　2）馬来語の冒頭語及び終結語

［原本：南洋協会　1943・昭和 18 年刊］
〈序　飯泉良三（南洋協会常務理事）〉　同君は大正 4 年渡南、新

シ ン ガ ポ ー ル

嘉坡の Rappa 
Private School に於てマライ語を先づ修学し、後スマトラ、パレンバン州パガル・
アラムに於て標準マライ語を研鑽し、三井農園其の他に於ける貴重なる苦心経
験を経て前記パガル・アラムに阿蘇商店（Toko Aso）を創設し、スマトラ、ベ
ンクーレン市に支店を設け専ら日本商品の輸入、 卸、 小売業に従事し、更にまた
ベンクーレン州チョロップにも支店を増設第一線商業戦士として邦品販路の開
拓拡張に努力其の業績洵に見るべきものがあつたのであるが、彼の ABCD 対日
包囲陣結成され、資金凍結令発布に引続き蘭印政府の圧迫日を逐ふて甚だしく
到底安んじてその業に就き得ざるに至りたる為め遂に涙を呑んで此の終生の事
業と訣別去る昭和 16 年 11 月末祖国に引揚げ、翌 17 年 4 月多年の研究と体験と
を以て郷里熊本市所在の東洋語学専門学校教授に就任南方進出の青年学徒教育
に専念今日に至つて居るのである。

〈自序〉　今更云ふ迄も無く南洋一帯の通用語はマライ語であるが、既述の通り
其の使用人口数が 7 千万余であると言ふ事実を見ただけでも、之が一つの立派
な国語であり非常な重要性を持つものであると言ふことが容易に判断出来るので
ある。勿論今日迄既に幾多先覚者に依りて其の必要は叫ばれ、多くのマライ語に
関する書籍等も出版せられて居るが、之は一般外国語の如く未だ充分普及せられ
て居らず、概して翻訳的なものが多く権威ある参考書等入手困難であつた。

本パンフレットでは、
・引用の表記は読みやすさを考慮し一部変更した場合があります。
・頁見本はすべて縮小です。
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（目次より）　　第 5 編：会話―埠頭にて、馭者と、挨拶及び訪問、買物、時間について、郵便局にて、停
車場で、ホテルで、船会社で、電話の掛け方、朝食・昼食・晩餐、昼間の仕事、帰宅から就寝まで、
借家探し、雇人の雇入れに就いて、気候に就いて、脳炎にて
第 6 編：商業文―商習慣の概要、商業文記載要領、封筒の書き方、頭書及び結尾語、送荷案内の一例、店員出張案内状・見本送附案内状、註文状、着荷
通知状、取引申込状、前便に対する返事、開店通知状、郵便局宛諸通知状、約束手形様式、前例記入済の様式、約束手形支払期限到来通知状

（目次より）　　①マライ語の発音と綴字　②マライ語の類別（会話、言葉、語根、接続

語、形成語、重複語、熟語／言語の意味／句読点及び諸記号／形成語の音便上の変化）

　③文章に就いて（文章成立の要素／文章の種類）　④品詞総説　⑤名詞（形成名詞

の種類並に其の接頭語及接尾語／名詞の数・性・格）　⑥代名詞（人称・再帰・指示・

関係・疑問・不定代名詞）　⑦形容詞（形成形容詞／比較）　⑧数詞（形成数詞／不定

数詞と加減乗除）　⑨動詞（原動態、受動態、使動態／語根動詞・形成動詞）　⑩助動

詞（時・希望義務及依頼・可能許可及使役）　⑪副詞（場所・時・否定・程度・状況・

形式）　⑫前置詞　⑬接続詞　⑭感嘆詞　⑮冒頭語及結尾語

← （目次より）

1）馬来語独修ノ順序　1
2）文法大要　9
3）会話　55

挨拶及訪問、旅館ニテ、食事、紹介、途上
会話、農場簡易会話、簡単ナル日用語集

4）単語及文例　81
基数、序数、倍数及分数、時令、天文、地理、
人類、動物、植物、金石、身体、家財道具、
建物、飲食物、衣服、色、反意語、文例

5）日馬単語（アイウ順）　133
6）馬日単語（ABC 順）　209-285
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１冊の本にも“歴史”がある。
著者 ・著述の来歴という“歴史”と、 発刊されたその時代という“歴史”と。
序文のみならず、 例文の片隅にも時代を映すことば ・ 表現を多く見つけられる。

「言語（外国語）」研究は、文化・思想・宗教・社会・歴史・芸術・科学 ...

あらゆる領域にまたがる基礎的研究である。

＊日本語 ・英語と比較した
分かりやすい説明も


